
坪、
仁ζ二二3

C二三コ

仁三三::z:o

が
宅
鞠

平
塚
市
開
襲
社
で
は
よ
ま
市
内
「
宝
閉
さ
は
、
む
か
し
陶
婿
携
の
自
は
当
然
り
ζ

と
で
す
e
そ
う
fよ
る
と
鷲
録
し
て
る
也
芝
主
主
溺
嚢

叩
掛
川
札
浩
成
中
の
+
溺
吾
、
明
婦
と
し
武
家
屋
敷
が
あ
っ
た
と
ζ
ろ
と
い
わ
れ
そ
れ
で
な
く
て
も
謹
薬
件
に
思
ま
れ
て
契
約
締
結
む
療
土
地
代
金
吾
半
額
約
X

-
市
民
民
分
議
す
る
き
と
に
な
り
ま
し
ま
た
玉
一
榔
仕
神
警
の
っ
た
の
で
ζ
の
筒
段
の
緬
い
平
塩
田
地
婦
は
ま
す
ま
す
で
き
る
さ
と
か
「
土
地
施
要
約
締

石
市
と
し
て
は
初
め
て
自
明
泌
努
謎
地
名
が
つ
り
ら
れ
た
も
由
介
両
日
山
わ
れ
ま
直
訴
す
る
ほ
か
り
e

暦
況
に
は
な
か
な
絡
の
臼
か
ら
ん
一
年
以
内
に
住
宅
の
聾
盛

一

す

。

す

個

付

近

の

向

崎

神

社

の

境

内

氏

、

留

か

芋

が

出

せ

ま

せ

ん

.

を

完

成

で

き

る

さ

と

か

、

そ

の

拙

い

場

所

は

平

塚

市

絢

輔

、

宇

主

窪

蕪

ほ

し

よ

う

)

の

「

と

の

あ

た

わ

自

網

実

在

ろ

い

ろ

F条
件
が
章
一
党
れ
て
い
ま
才

(
お
う
み
す
る
@
花
見
ゆ
る
も
白
み
な
涼
し
」
と
い
喜
平
塚
市
開
発
ハ
ム
社
」
は
、
法
的
に
そ
の
ほ
か
「
白
禿
昭
一
住
む
住
宅
建
築
に

一
窓
闘
は
、
平
担

R
H
U平
均
以
砕
か
あ
る
よ
う
K
、
静
か
な
歴
史
約
務
も
ま
た
閑
散
約
に
も
い
ろ
い
ろ
設
雑
な
の
み
使
用
し
な
付
れ
は
な
ゐ
丘
ど
ま

〈

約

六

ナ

坪

)

@

癌

気

を

も

っ

た

、

ぃ

ζ
い
の
土
沼
と
い
き
ま
り
や
制
約
の
あ
る
市
花
代
む
っ
て
た
「
一
一
騎
建
て
以
下
」
と
い
っ
た
時
る

量
震
は
、
号
室
り
平
均
え
ま
し
ょ
う
・
住
宅
用
地
や
公
共
用
地
の
取
樽
高
あ
な
貯
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
も
き
め
6
れ

一
万
八
千
四
海
当
り
約
五
万
九
千
ま
抽
出
髄
上
京
留
を
行
な
う
前
田
外
か
主
組
離
で
る
也
と
て
い
ま
す
.

U

ぐ
ら
い
と
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
@
ぎ
て
、
費
涙
を
中
心
と
し
て
通
勤
自
己
ろ
か
ら
、

ζ
う
し
た
情
勢
を
打
街
才

言
は
第
一
次
分
譲
と
し
て
六
十
二
限
界
と
き
れ
て
い
た
五
十
J
室
重
る
た
め
積
極
的
に
志
賀
融
自
開
発
に
「
平
塚
市
豊
盆
辺
、
す
で
に

一
酒
が
問
。
出
事
れ
ま
す
が
、
い
ま
造
は
わ
渓
の
茅
ケ
崎
ま
で
@
相
模
川
以
西
と
り
級
み
、
今
度
の
分
設
と
立
っ
た
も

T
塞
持
団
地
の
造
成
・
分
譲
主
ど
の
開
発

一
中
の
た
め
、
分
鎮
の
申
し
込
み
は
m
聞
か
れ
の
通
勤
は
ム
刊
J

い
k
oれ
て

い

ま

し

の

で

す

。

そ

行

止

っ

て

ま

ま

し

十

~

が

、

ζ
れ
か
ら

一
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
?
た
。
と
と
ろ
が
、
五
十
J
問
閣
の
住
宅
地
響
盤
と
申
込
み
は
四
月
弘
前
合
的
立
極
点
か
ら
先
行
設
置
を
ね

胃
義
牲
と
い
‘
っ
と
ζ

る
め
膨
張
で
ド
ー
ナ
ツ
閣
は
ひ
ろ
が
る
一
分
題
担
募
集
は
的
月
K
な
る
予
定
で
な
い
、
市
尽
に
よ
め
よ
い
住
宅
用
地
や

平
野
市
開
輔
学
主
獅
匂
禁
苅
中
方
。
ま
し
て
通
勤
に
一
時
間
半
も
一
一
時
す
が
、
吉
て
、
開
し
込
み
の
昨
日
朝
や
t
刷
会
持
制
地
由
競
誌
と
提
供
亭
払
前
夜
し
て

遜
パ
ス
、
伊
薫
申
告
で
天
間
同
も
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
法
な
ど
に
条
件
や
制
約
が
あ
ま
か
す
，

E
す
@

パ
ス
抽
出
下
車
、
提
訴
拘
+
分
e

乱
昨
ぺ
童
書
の
よ
い
東
南
治
磁
の
た
と
す
え
は
、
庫
、
議
む
費
語
弱
和
(
分
譲
世
髪
室
識
に
つ
い
て
は
、

ス
で
「
寵
霊
芭
d

円
以
制
出
荷
竜
車
で
六
十
五
分
、
時
議
が
昨
憎
ん
町
出
土
ハ
月
一
月
五
以
前
か
主
演
を
ま
一
一
斉
号
、
町
出
雲
む
「
広
報
ひ
ら
官

接
辞
珍
勾
で
生
活
花
使
剰
な
平
揮
が
ね
ら
わ
れ
る
で
引
き
続
い
て
本
市
住
民
義
正
台
棋
に
か
」
紙
上
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
〉

主~住白地 宅地介鏡監溜盟

4月の鶏議iζ関fこ告わせようと、いま感んに議成A'自室掴栓住宅問地
王手富吉).鞠うに霊童っているのは縄輔徳輯住宅.書記轍が回輔小学校。
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と
と
レ
も
二
月
一
一
十
九
百
か
ら
一
一
一
月
十
三
日
目
ま
で
由
一
一
週
間
、
品
調
幽
い
9

せ
い
に
理
由

火
災
予
防
県
筋
が
展
開
さ
れ
る
.
出
開
紡
本
部
は
、
市
誌
の
妨
火
緩
議
の
向
と
と
、
火
従
に

よ
る
宛
饗
帽
の
防
止
に
八
百
消
防
力
fy動
員
、
徹
底
し
た
菟
盟
問
壱
符
な
う
方
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。
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銭
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U

引
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融
談
U
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招
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童
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章
日

遅

告
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霊
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軒
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駈
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な
お
、
慣
習
郡
の
位
援
に
つ
い
て
は
抽
一
六
日
か
金
一
一
月
二
十
九
B
ま
で
。
都

せ

ん

と

な

る

.

一

市

開

発

部

開

発

謀

(

鐙

揺

)

へ

.

マ
申
し
、
吉
昭
和
凶
十
七
母
一
一
月
十
一
也
君
・
一
七
宮
内
組
圏
西
)

深
刻
ま
技
能
者
不
患

切
断
技
能
者
の
鍛
錬
講
座
間
聞
く

広
告
が
露
軍
で
き
る
と
ζ
ろ
は
、
金
一
市
警
謹
エ
課
は
、
中
小
奪
三
高
度
な
技
賠
童
に
つ
村
長
聖
観

一
一
で
四
十
七
カ
訴
で
、
と
の
広
告
坂
は
一
湯
田
授
精
経
験
日
中
な
い
粧
業
員
を
封
一
事
的
不
良
も
線
刻
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

た
て
八
四
司
、
よ
ζ

一
七
回
マ
掲
示
一
実
認
語
、
軍
事
象
間
一
雪
、
主
主
問
題
重
世
田
一
動

的
期
間
は
四
月
一
自
主
霊
一
一
喜
一
一
撃
留
し
て
も
ら
い
、
新
し
い
加
工
一
と
な
れ
ば
失
関
〈
も
む
だ
6

十
一
日
ま
で
の
一
カ
年
閣
で
あ
る
@
一
法
亭
見
出
し
、
作
業
合
間
相
化
に
役
立
て
一
門
V

訓
練
議
座
窓
閤
・
昭
和
問
半
七
年
一
一
一

広
告
板
の
棋
舎
ぱ
一
聞
に
つ
き
一
力
一
て
吾
白
い
、
溺
揚
托
す
主
役
立
つ
按
賠
一
月
一
日
か
ら
一
ニ
同
月
一
一
十
一
一
白
菜
、
田

主
主
占
、
し
ペ
か
つ
て
年
間
で
一
若
草
霞
臣
、
技
能
訓
練
調
態
一
時
間
は
午
後
支
持
半
か
ら
八
撃
。

は
六
万
一
千
一
一
一
吉
一
一
十
円
で
あ
る
。
一
品
蘭
九
一
マ
掲
布
市
民
セ
ン
3
1中
会
議
気

ま
た
、
演
な
す
で
に
広
告
号
掲
示
中
一
と
れ
は
、
今
日
援
業
界
が
技
弱
革
新
一
円
v
対
象

で
京
年
度
も
約
書
続
い
て
一
掲
示
し
た
い
一
と
観
備
長
曹
を
ハ
ッ
ク
に
急
理
げ
仏
師
長

お
も
薪
止
に
申
し
‘
手
お
り
が
必
要
で
あ
る
一
義
民
し
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
問
時
に

事
立
ど
の
中
…
継
放
送
が
容
易
托
で
き
わ
た
し
の
手
も
と
巨
一
一
一
冊
集
ま
り
、

ι市
長
室
で
聾
思
暴
行
壱
う
村
、
骨
組

る
と
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
七
夕
ま

ζ
れ
で
、
架
減
数
は
十
四
冊
に
な
っ
揮
官
官
A

飼
っ
て
、
退
任
さ
れ
た
方
で
あ

つ
り
を
は
じ
め
市
内
学
校
の
詩
符
事
た
。
る
。
わ
た
し
は
雑
記
「
市
政
」
で
知

ス
ポ
I
Y、
市
議
会
の
実
叩
山
政
滋
等
「
し
の
だ
ぷ
し
」
は
、
尼
絹
市
長
っ
て
旬
わ
舎
に
許
文
し
た
と
ζ
ろ
h

h
へ
の
砕
い
活
か
で
き
一
一
片
ゐ
だ
@
篠
田
壁
一
輔
氏
白
羽
唱
。
間
市
秘
書
談
長
著
者
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
皇
子
紙
を
い

き
九
げ
札
、
一
ア
レ
ピ
昨
け
に
は
や
両
さ
二
名
で
「
鮫
岡
市
長
が
多
虻

ι職
務
自
た
だ
い
た
。

告
と
一
…
↑
ま
お
展
宣
言
で
さ
か
た
わ
ら
、
時
宮
市
差
益
き
「
(
酪
)
富
は
ほ
と
ん
正
話

市
の
新
し
い
観
光
資
源
と
し
て
賄
民
づ
っ
た
段
怒
で
、
野
評
む
う
ち
に
掃
し
て
お
め
ま
す
む
で
、
大
童
な
守
を

忙
殺
し
ま
れ
る
だ
ろ
ろ
。
民
自
ど
嬬
読
を
お
ね
が
い
し
た
@
ワ
響
い
て
も
ま
っ
す
ぐ
に
並
べ
て
い
く

テ
レ
ピ
堪
の
高
さ
は
七
寸
軒
、
加
捌
い
て
は
寅
市
長
ヘ
担
箔
り
さ
せ
て
い
の
が
ひ
率
第
で
す
。
視
力
が
ダ
ン

昨
年
巴
暮
れ
も
お
し
せ
ま
っ
た
一
一
た
め
の
テ
レ
ビ
局
と
し
て
、

ζ
と
し
県
中
毒
自
平
塚
広
中
継
局
を
品
耐
震

i
g
i
i
;茶話
3
3
?
5
2
j
z
Z
2
2
2
5
i
j
i
j
j
t
ι

ダ
シ
一
低
す
し
て
ま
い
る
の
ふ
』
原
稿
と

+
八
日
花
、
市
一
判
官
諮
問
主
窪
ま
色
白
月
か
う
放
送
益
出
開
始
古
也
の
で
し
な
り
れ
ば
県
全
日
明
白
テ
レ
ビ
局
F
綴
畿
懇
議
機
纏
綴
緩
畿
幾
綴
綴
畿
畿
畿
銀
縁
綴
緩
幾
影
響
が
埠
っ
か
む
の
っ
て
、
と

κー
か
く
出

い
の
臼
盟
委
嘱
の
洋
襲
撃
万
呂
予
準
備
制
緩
め
ら
れ
て
い
る
。
し
て
の
使
命
運
芝
れ
な
い
と
い
繁
繁
繁
務
懇
数
機
議
畿
畿
畿
緩
綴
緩
務
懇
務
襲
撃
で
ζ
ぎ
つ
付
設
し
た
。
ど
、
心
配

子
亨
ん
か
ら
、
額
十
四
百
鹿
児
出
品
現
在
@
ア
レ
ど
は

vn且
F
瞬
間
涙
で
超
う
ζ
と
だ
e

務
線
機
毅
綴
線
機
鱗
務
緩
鱗
務
緩
議
綴
緩
幾
磯
畿
綴
機
綴
織
線
灘
醐
綱
引
削
毒
お
か
付
し
ま
し
た
み
な
さ
ま
む
激

の
グ
白
い
服
d

(

八
十
存
)
吾
寄
贈
鯨
被
告
使
っ
一
室
し
て
い
る
が
、
「
一
ア
レ
ピ
票
日
か
ら
は
、
翻
襲
一
:
欝
畿
鶴
欝
馨
立
励
む
た
ま
も
む
と
浅
く
路
一
謝
か
ふ

し
て
く
だ
古
っ
た
。
若
三
一
揖
し
い
女
チ

J
、
耳
打
ル
散
は
士
一
が
限
度

ha
開
票
日
最
古
需
で
あ
る
ζ
と
か
ら
、
鱗
滋

~

4

3

義
務
務
警
暴
織
ふ
綴
滋
謬
畿
議
毅
議
慈
お
紡
茎
と
わ
た
く
し
に
と
っ
て
は
、
あ

務
議
議
第

J
?
、
少
ー
宏
養
農
民
一
ぎ

¥
%
J
ψ
j
r
オ
限

襲
、
力
強
い
ラ
チ
で
描
か
れ
た
長
止
の
た
め
実
際
に
は
き
で
や
整
む
建
設
に
つ
い
て
市
臨
し
議
ぜ
づ

J:ぷ肇
子

三

一

語

出

品

に

は

死

事

托

し

た

重

量

作
品
で
雪
が
、
量
的
白
と
精
子
期
大
中
毒
7
レ
ピ
襲
安
表
、
ス
れ
が
待
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
@
議
議
選
ぞ
誠

Y¥(;J
ム
ザ
J

Z
分
も
あ
わ
-
ま
し
た
。
近
ぞ
で
き
あ
が

議

議

選

警

必

一

h
a
J
j
e
v
h夕
、
(

J

十

機

署

E

(
い
す
〉
花
掛
町
た
ケ
ー
プ
の
赤
と
混
在
自
V
H
Fで
は
叫
し
き
れ
な
く
期
間
関
平
に
中
継
局
が
主
演
す
れ
ば
機
線
機
》
議
さ
え
と
い
&
絞
り

1J71JJ
醐
湾
摺
っ
て
き
ま
す
む
で
、
と
ち
ち
に
到
単
鶴

男

君

撃

、

さ

ぶ

る

日

露

な

っ

て

主

。

震

に

と

っ

て

多

く

昭

一

如

察

署

鱗

欝

F

、J
M
Y
W

護

欝

〆

¥

議

議

豪

華

い

た

し

ま

す

・

8

慈

額

縁

緩

議

接

、

(JJF2一
畿
緩
議
総
費
総
緩
急
ン
U
4

雄
錨
楊
弓
7

で

雪

@

郵

政

官

で

は

、

喜

十

年

間

K
、

五

、

そ

の

荊

葉

市

長

花

壌

国

で

警

務

¥

一

令

子

機

髪

僚

議

十

〆

れ

ま

一

死

の

襲

、

室

長

酷

、

議
議
震
嚢
嚢
藍
霊

?
?
i
p議
襲

撃

譲

れ

仁

綴

言

で

藤
井
震
に
つ
い
て
は
、
…
月
号

V
E代わ
っ
て
U
R
F、
つ

ま

き

る

と

い

う

。

そ

れ

は

第

五

五

警

襲

撃

警

護

務

擁

護

鶴

襲

撃

警

醒

蹴

舎

の

警

な

ど

、

わ

れ

わ

れ

の

伝

句

会

の

ぞ

名

警

ん

が

詳

皇

霊

張

切

り

替

豆

て

い

霊

宣

言

よ

と

い

長

犠

欝

襲

警

護

欝

機

と

一

議

川

護

帯

釦

涯

に

ま

と

乞

孤

独

を

追

求

し

た

一

一

し
〈
紹
介
し
て
お
ら
h
る
自
で
省
路
き
、
V
H
Fは
防
災
対
舶
用
な
ど
、
広
域
力
の
放
送
が
で
き
る
ζ
と
に
な
っ
て
綴
機
務
機
緩
畿
緩
畿
務
畿
毅
線
畿
磯
務
機
務
総
務
線
機
支
草
ー
か
ら
か
港
人
生
論
。
ノ
ー
ト
で
あ

し

た

い

@

的

な

緊

説

連

警

の

髄

授

と

し

て

使

重

な

ア

苫

ア

ナ

で

躍

な

冨

の

撃

機

襲

撃

議

襲

撃

機

襲

撃

警

綴

襲

撃

っ

て

、

潔

い

霊

-

一

世

与

え

ら

れ

た

。

博
物
館
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
、
己
紹
し
て
い
く
方
針
を
と
っ
て
い
る
。
テ
レ
ピ
か
昆
ら
れ
る
。
主
将
来
、
N
欝

欝

韓

議

麓

欝

襲

撃

襲

襲

警

審

議

鍾

襲

襲

麓

欝

醸

襲

著

書

」

は

、

嘉

町

長

請

の
大
作
を
ご
ζ
に
飾
る
か
で
う
れ
し

P
R
F電
設
は
雑
音
に
掻
〈
、
僚
主
主
亭
は
じ
め
各
民
放
戸
田
も
ζ
の
塔
南
平
田
自
黙
の
景
観
奇
y
c
Eな
わ
な
た
だ
念
、
ど
一
読
ど
長
詳
を
賜
り
た
山
芳
雄
氏
自
著
e
nあ
と
が
き
μ
K

い
誌
鳴
を
あ
げ
て
い
る
と
ζ
ろ
だ
・
れ
た
闘
柏
障
が
得
P
D
れ
る
が
、
そ

C
K
を
剰
射
で
き
る
か
ら
、
会
聞
の
テ
レ
い
よ
う
配
慮
し
、
航
設
昼
望
台
の
東
い
@
は
な
は
だ
恐
縮
な
が
ら
出
版
勧
「
わ
た
し
が
住
ま
れ
育
っ
た
+
施
む

×

×

国

直

送

す

る

性

賓

が

強

く

、

し

か

も

Y
番
組
が
畏
し
い
節
商
て
見
ら
れ
る
側
の
額
斜
地
に
あ
る
無
桝
休
恕
所
跡
成
目
指
志
L
X巷
も
っ
て
嘗
霜
代
翻
C

半
世
絡
で
志
昔
日
、
劫
い
と
ろ
む

「
テ
レ
ビ
神
奈
刈
」
が
、
県
民
の
到
遠
距
離
が
字
な
る
と
ζ
ろ
か
る
ま
た
、

ζ
田
中
禁
事
用
す
る
聖
一
盟
書
記
m
b
f

決
定
し
た
む
で
あ
護
了
、
だ
吉
ど
と
い
長
揮
で
滋
数
々
自
惑
い
出
を
、
思
い
つ
く
ま
ま

品

。

京

登

受

付

た

.

花

書

お

つ

づ

り

ま

と

め

た

も

の

で

、

湘
雨
間
平
日
札
一
ア
レ
ピ
塔
が
つ
〈
ら
れ
題
各
自
「
し
の
だ
ぷ
し
」
は
、
庁
宮
輔
の
片
田
骨
(
い
な
か
V

む
鼠
綴

る
ζ
と
で
、
開
向
山
札
往
ず
皐
電
波
田
内
記
者
夕
日
フ
ヅ
が
、
臨
員
m
り
た
め
に
や
、
習
檀
や
、
方
一
一
一
口
な
ど
日
古
い
記

影
が
ほ
と
ん
ど
な
く
苦
、
美
し
い
臨
替
や
る
市
長
の
庁
内
放
送
に
官
僚
白
断
片
で
あ
る
」
と
あ
る
よ
う
に

函
抽
出
「
か
見
ら
れ
る
の
も
速
い
話
で
は
け
た
ニ
ッ
タ
点
i
ム
だ
ξ
い
う

.
A吋な
お
脳
裏
Y王
宮
ら
ぬ
劫
い
怨
い
出

な
い
だ
る
う
.
「
人
間
を
め
ぐ
る
厳
想
」
は
、
前
剛
警
桂
K
伝
え
た
い
と
い
う
満
山
市
長

X

X

大
和
高
田
市
長
名
童
拙
蔵
早
仙
の
馨
.
釦
都
心
で
あ
ろ
う
.

わ
れ
わ
れ
神
間
柏
市
長
が
、
一
昨
市
長
田
郡
吉
田
栴
わ
町
尺
し
尿
曲
目

va和四
七
ム
一
・
一

γ

w ← 84-
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制
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綾
は
一
時
生
か
ら
六
年
生
法
曹
の
繍
広
い
こ
ど
も
た
ち
の
生
滋一

の
携
で
も
品
り
、
だ
い
ぷ
勝
手
が
ち
炉
い
、
指
苧
さ
ん
が
と
ま

ど
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
晶
る
@
そ
こ
哲
、
お
子
さ
ん
炉
品

事
設
に
事
す
る
翠
「
よ
炎
一
芝
、
指
警
九
万
静
護

の
役
幅
制
り
を
塘
え
て
も
う
一
夜
、
お
子
さ
ん
の
身
の
ま
わ
り
の

摺
帯
か
ら
は
じ
拍
て
、
明
輯
緩
鞍
爾
に
お
け
る
醐
舗
の
宵
獲
を
し
っ

か
り
見
つ
め
よ
う
。

ポ
タ
由
緒
は
ど
こ
か
官
、
軒
綾
骨
で
の
一
部
生
(
中
盟
小
守
)

マ
鍛
〈
若
い
女
性
議
授
・

2
5
E
g
m時
1
%時
春
の
フ
?
と

(

慈

善

必

時

遺

暴

挙

苦

手

1
よ
n青
少

年

一

一

を
か
ζ
む
つ
ど
い
』

n古
平
脅
少
年
門
V
斜
塔
文
金
・

2
月
初
日

(g)
認
宮

と

薦

人

時

汀

時

(

続

鍔

試

合

)

口

マ
フ
ォ
ー
ク
ダ
ジ
ス
由
つ
ど
い
・

2

V
柔
道
大
企
・

2
月
計
臼
〈
日
〉
認

t

R
u
a
s
m撃
i
初

出

撃

時

刀

時

(

親

警

告

)

竺

「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
指
揮
』
uu
青
少
マ
ζ
ど
も
映
魁
翠
?
3
A
4白
一
一

阜

、

一

般

〈

上

〉

M
時
r
z
M時
『
せ
む
し
の
こ
出

マ
美
輔
講
座
・

2
月
山
品
目
宋
)
施
主
£

2
小
一
・
中
学
生
τ

一

般

土

県
立
平
塚
寄
市
y

'

}

マ
卓
球
大
会
・

3

t

芸

5
4

醐
を
つ
く
る

i
g三

月
も
次
の
FJ事
者

，

時

i
げ
時
『
A

制
緩
出

計

調

、

小

中

学

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

指

導

も

脅

す

ク

ん

に

一

生
は
も
ち
丸
一
y
向、

;
i

よ
る
貌
銀
大
会
』

Z

一

般

青

少

年

か

ら

時

半

5
m時
半
『
蹄
器
を
つ
〈
る
」
マ
将
棋
に
親
し
む
会
・

3
舟
町
四
日
ロ

ま

で

、

広

〈

、

審

議

郡

佐

藤

賢

治

日

青

少

年

凡

口

M
)

児
時
5
灯
時
行
青
少
羊
、
一
一
一

い

る

。

マ

青

少

与

教

謹

講

座

・

2
月

お

日

般

目

次
の
催
し
も
の
(
金
)
四
時
半
初
侍
史
『
牢
興
の
一
鉛
マ
ジ
イ
ロ
削
F
d
'
3月
中

両

士

る
人
は
、
渡
接
、
県
庁
平
塚
生
青
少
年
の
方
見
方
』
務
防
牧
山
晋
磁
、
牛
作
者
マ
教
引
ず
議
酪
・

3
月

中

部

=

一

会

館

へ

聞

し

、

多

み

を

(

電

波

ム

む

加

入

ま

で

わ

v
拡
宵
議
厳
司
令
泊
予
匂
〈
予
定
)
土
一

一

一

一

色

円

v
a
E
海
受
欝
生
発
表
会
・

2
月

幻

自

一

一

一

二九
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し
る
「
相
撲
川
川
も
き
れ
い
花
古
也
協
議
下
部
に
持
な
さ
が
表
現
さ
れ
、
描
写

謙
作
会
室
長
・
広
瀬
素
片
付
民
)
主
揮
が
確
実
で
、
構
成
が
よ
る
雪
と

翻
和
田
容
真
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
百
一
一
子
七
争
え
て
い
る
。

公
時
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
童
露
軍
均
斉
霊
一
民
(
市
内
雷

雲
間
果
、
次
回
十
八
点
が
選
語
、
一
月
マ
特
選
'
骨
量
産
(
茅
ケ
崎
市
)

恥
仰
が

}ZE〈
十
官
、
市
庁
嚢
一
一
一
品
中
島
主
空
襲
市
)

の
さ
読
者
議
室
で
賓
彰
式
が
行
な
わ
れ
た
.
マ
入
選
・
内
面
霞
盟
問
同
小
浅
割
前
)

霊

童

金

事

露

〈

市

公

害

懇

で

骨

肉

護

〈

茅

ケ

暗

号

、

嘉

日
部
は
品
後
ζ
れ
ら
の
作
品
を
判
川
混
濁
安
太
郎
(
出
村
)
、
石
井
邦
博
民

繍

下

防

止

海

空

利

用

す

る

。

(

須

号

、

豊

富

良

案

内
げ
払

A
選
評
V
・
商
務
民
の
作
品
は
詰
市
)
、
橋
本
郷
樹
氏
(
横
須
賀
市
〉

し
い
川
が
次
第
に
町
内
さ
れ
、
誌
に
は
市
品
圧
土
〈
瓦
(
ヤ
駒
沢
市
)

町
刊
の
川
と
た
っ
て
し
ま
一
つ
。
い
ま
む
ヤ
持
品
別
筒
・
す
み
や
芝
大
氏
、
岡
本
山

ろ
ち
に
卸
ん
と
か
前
理
と
い
う
高
官
、
小
重
量
、
富
笹
川

今
回
の
コ
シ
ク
1
ん
の
惑
涯
を
よ
く
響
氏
、
武
内
好
蕃
氏
、
西
田
彰
民
山

理
解
し
て
い
あ
a

上

警

警

富

円

安

護

、

票

努

需

ふ

山



日
品
臨
時
は
ハ
ぜ
つ
り
の
審
哲
暗
闇
わ
い
二
守
さ
ん

の
翻
輯
が
埋
か
ぶ
。
し
か
し
、
識
は
品
法
り
と
れ
な
い
哩
灘
・
開
議
・
将
軍
高
朝
日
出

明曜酔

、輔鍾捧

綾
田
睡
で
鶴
っ
て
い
V
る
湾
総
&
ど
の
動
物
の
霧
体
が
附
揮
に
あ
が
る
。
結
構
州
は
ご

み
捨
穆
で
は
な
い
。
一
人
一
人
が
も
っ
と
建
癒
し
て
山
刊
を
君
れ
い
に
し
た
い
も
の
だ

写
斑
e
開
藤
‘
務
自
制
和
泉

七番
ている「招槙111を量れICいする協議直j
が発足してから7却になろうとしてH
る@ζ白金は水質保全自ために滋オく:処

王軍の促進に力を注いでいる.

水質白樺全とともに市民の能力を得

てゆ'll!i敷をきれい?とし、一日も早くゴ
ミのない翼の市民の憩いの主自にし、魚

¢住める相模)11にしたいもむだ。
⑫とζ?と掲載した写真は同協議会が
ききに募集した、写真コYタ-}~の応

葬作品から一部を揚載した@

もち
釘躍や祭尽には、ハ日つりの容で賑

わう者模1110lliJ名「湖南部京jと呼ば
れ夕焼に写し出されたJI随はとても莞

しい@しかしガてはよごれr湾口付近はヘ
ドロが堆積し、指影も少なく、獲れた

魚も畏い.また、河口融?とは産業監理

駒や建築物の賎討、野l廷のごみなどが
山と捨てらむ、とても主主られたもので

討ない。

との持れ切った校模111をきれい}とし
ようと、排水する工場側とそむ排水の

影饗をうげる漁芸鵠邑告とで自主運営し

くごみの111>務鶴間淘JII郡北、建察官捨ててい伐寵韓議議鞠
中毒~築物l7J務館、裁轟髭Vë:!';みが山と主暑でられている 考務電・語審認爾，向田轟詩欝斑

察局訴事緩

霊童 霞

畿とさき 9 毎 fヨ第2箆Eヨ
のJ3理霊El
令ところ@

録 T藍(2:1)1700拘毒車問

霊午

事襲

<さい二>.:!:朝ζ1識が捨てた治療庭的概報欄由
〈ず。ハ;x;tJ'むらが担謹務罷者援わせている曙議銅線濁ト難関離感

と
安

霊璽コース
木曜a
7官民穏談窓

何事

験湾践朝時〈ただし昼食代200符〉

応募先@平塚7ぢ浅関狩trg主審 1容。平塚7ぢ綬所広報課へ

擦弱地一詑投獄事喜正解散3



若

草

/

察

長

襲

撃

一

一

札

草

す

@

貸

し

出

し

期

間

は

一

一

一

語

、

左

翼

言

ら

い

ま

し

ょ

う

・

5

3

午

後

3

時

「

な

つ

か

レ

京

申
昔
話
分
議
/
講
習
霊
法
一
排
水
態
様
技
術
者
一
山
霊
奨
平
塚
ロ
ー
す

lZR講
一

一

回

の

員

三

ジ

シ

一

す

ベ

て

震

で

す

@

一

で

需

ま

で

借

り

ら

れ

ま

す

・

一

ピ

ュ

ヨ

1
・

EF-Yジグ
(
龍
一
一

指
科
目
立
諸
問
リ
ド
一
山
中
提
唱
掃
討
品
川
円
山
一
…
主
“
お
立
川
一
月
人
J

れれ刊誌一ドス一
T
v
r
2
1ト
3

A

、

』

」

一

挙

実

宝

下

水

道

誹

配

備

技

術

t
戸
市
少
年
三
一
Y
ン

大

会

話

、

き

申

“

一

自

自

ー

も

た

し

辺

塁

。

弓

ぁ

一

プ

i

一

一

月

泊

目

玉

午

接

2

時

「

さ

十

不

二

一

昨

措

町

一

下

一

…

家

中

新

一

量

一

次

に

よ

り

実

施

喜

。

一

u

b
一月一一

E(臼
)
、
午
守
山
川
刊
誌
。
守
山
一
き
が
終
え
た
ら
、
い
つ
で
喜
り
て
帰
一
確
認
図
書
館
由
一
一
票
!
ん
す
た
言
ま
う
た
の
旅
」

FA
こ

服

警

横

井

i
小林
1
一
帯
開
始
区
著
名
諌
注
目
雑
排
水
一
山

ζ

謬
番
多
警
監
審
問
主
J

関
震
は
め
な
た
の
お
い
一
る
川
市
門
目
的

ur--(客席民主
席
)
一
町
文
化
映
雲
3
5
3
2

一

謀

長

時

閥

均

一

一

一

一

↓

訪

れ

持

話

器

一

時

議

室

号

、

堂

々

露

一

訪

日

時

f
l控
訴

時

駐

日

…

J
一

川

欝

鶴

鶴

騒

騒

騒

騒

一

言

っ

て

い

事

。

一

家

事

で

、

3ー
で
き
レ
一
語
科
目
即
時
主
寸
前
ζ
ど
ち
つ
ど
い
3
3
(

妻

宅

g±
皇

潟

、

長

語

会

議

資

一

塁

雪

雲

五

@

重

量

豊

襲

撃

と

義

語

E喜
塁

間

襲

撃

襲

撃

襲

警

重

量

襲

山

一

市

内

花

空

襲

善

意

一

コ

l
j
R
i
g
i
-
j
a一
;

奪

三

塁

会

一
盃
警
護
語
、
そ
れ
ぞ
れ
主
審
議
対
話
、
本
一
一
家
百
麓
一
三
1
ム

六

丈

・

一

塁

妻

8
A
(繋
・
棄
一
件
で
あ
る
@
己
申
整
合
格
し
た
銃
一
山
高
官
、
湖
南
海
簿
公
幽
山
一
言
言
語
し
ま
し
ょ
う
・
一
二
」
喜
一
望
い
と
ど
宣
〈
さ
室
長
同
な
つ
か
し
宗
一
ょ
3
5
2
!
キ
ネ

輯
覇
轟
轟
轟
轟
轟
轟
議
轟
轟
媛
繍
一
マ
量
-
露
雪
チ
ー
ム
(
喜
一
・
鳥
時
・
山
口
露
1
時
間
組
詰
一
京
設
備
投
霊
が
い
な
い
と
市
の
指
定
一
川
空
襲
一
寝
室
に
豊
富
〈
京
〉
午
控
笠
時
幕
。
間
一
あ
な
た
の
喜
朗
禽
学
量
、
一
日
:
…
は
、
た
く
古
ん
回
答
ヱ
ピ
ュ
ヨ

!?-yyZ一一
J
」

韓

購

輯

麟

欝

議

欝

購

一

・

鈴

木

翼

団

代

置

尋

問

一

;

多

き

さ

ん

ク

⑤

一

ヱ

警

の

費

量

が

で

き

な

ご

む

令

富

込

場

所

平

塚

市

教

富

山

一

室

宅

華

麗

認

で

三

塁

し

i
c
i一回
〉

」

一

麟

麟

麟

麟

麟

購

鱒

譲

麓

磯

麟

覇

地

問

'
A

一
弘
分
器
)
②
襲
撃
l
ム
〈
武
井
一
霊
ゴ
ム
@
大
野
ベ
ロ
l
工
業
一
回
で
、
重
ず
る
業
者
、
技
術
者
は
下
一
川
喜
一
嘉
者
と
品
開
設
方
法
は
会
裏
(
平
重
重
一
一

o
m
一
君
一
票
、
田
援
す
る
は
川
用

1
鈎
一
ん
毒
っ
て
し
ま
す
一
宮
ど
も
感
雲
3
月
5
白
(
臼
)
一
マ
普
賢
管

購
舗
舗
鱒
輔
輔
麟
瞬
間
川
義
轟
麟
麟
醐
関
川
一
事
・
武
井
実
・
佐
々

-
E
L口
1
一
マ
童
書
記
輯
・
第
亙
奪
三
一
水
道
警
護
に
申
し
込
了
刊
で
〈
だ
き
一
山
①
市
丙
と
在
住
グ
空
襲
五
年
見
雲
母
育
費
)
雪
一
二
i

山
著
完
ま
す
。
と
の
?
券
で
度
一
借
り
て
帰
り
た
い
子
は
、
且
嘉
し
て
一
午
前
出
4
g
2
宮
2
一
回
会
一
マ
習
休
館
・
2
月
百
(
会

麟

轍

腕

麟

麟

麟

輔

調

F
議
轟
翻
磯
崎
一
時
間
的
分
お
静
)
③
港
B
引
!
ム
一
宋
こ
き
お
湾
出
秒
第
一
一
色
一
ぃ
。
一
山
生
か
ら
円
学
一
一
一
室
ま
で
の
聖
一
一
一

g

止
に
郎
君
主
や
レ
コ
ー
ド
が
借
り
ら
か
ら
、
さ
い
す
色
町
「

2
5一
マ
ス
テ
レ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
3
2
5
月
末
議
員
習

g

購

麟

鶴

麟

鶴

離

鱒

購

Jl，
¥
¥
ハ
麟
賢
一
自
・
器
内
藤
書
官
玄
宋
二
軍
)
四
分
器
第
一
一
区
一
マ
受
験
申
し
込
千
二
月
二
十
一
日
一
川
喜
一
部
は
小
室
の
部
一
言
星
合
・
午
前
八
時
一
一
一
十
分
山
一

灘
鵜
欝
鑓
顕
揚
盤
盟
聾
欝
露
骨
?
臨
機
織
」
一
揖
1
時
間
制
震
を
重
工
克
A
一
横
井
川
良
冶
(
不
一
一
罰
)
加
分
喜
一
(
月
)
5一
一
月
一
一
十
一
一
一
日
(
さ
ま
一
川
第
二
部
哲
学
生
一
言
葉
山
一

璽

襲

撃

療

機

事

、

ι

議

題

慣

習

気

量

配

一

@

寄

る

神

宮

越

盛

大

哲

也

花

一

第

四

区

喜

一

宋

一

一

撃

型

的

言

一

山

E
Z
Z
E
E
-
E
E
Z
E
E
-
F
E
E
Z
E
-
5
2

則一

襲

撃

欝

融

議

て

J
論

覇

軍

議

潜

水

重

量

ZB

一
世
第
五
区
小
林
美
容
一
懇
お
一
V
受
付
付
師
古
事
会
主
義
一
関
係
主
庁
へ
提
出
さ
れ
た
@
一
花
震
で
き
も
の
と
は
考
え
な
い
一

議

輯

覇

鞭

轟

際

轟

轟

覇

麟

護

問

一

重

思

議

・

第

一

室

町

熊

夫

(

穆

一

分

審

議

事

)

一

義

援

一

睡

ス

モ

シ

購

霊

帯

議

事

態

婆

夜

、

キ

ノ

ホ

ル

ム

が

有

力

な

暴

露

一

欝

鱒

鱗

議

購

韓

議

轟

轟

輔

覇

撃

さ

器

製

/

努

夜

間

藤

楕

応

急

一

マ

襲

百

・

悪

霊

高

官

一

畿

に

認

す

る

璽

塁

出

先

喜

一

に

あ

げ

ら

れ

て

い

る

ζ

と

は

摂

知

事

一

遍
遭
遇
麓
盟
組
鱒
舷
騒
騒
鑑
慧
事
曹

d
Z一

j
i
l
i
l
i
-
-
i
!
l
i
-
-
i
i
i
i
i
!
i
i
i
i
|
i
!
|
i
l
|
j

一韓襲湾湾一大査医、自喜袷大重話、霊大査甑、一妄翼であ雪担、ζ品の使需用を幸註許計笥可
Eした長敏一

一
嬢
譲
畿
畿
鶴
鱒
灘
灘
欝
鰭
雛
鰻
緩
麟
獣
岐
概
名

箆
鶏
緩
綴
綴
緩
綴
鶴
懇
遡
緩
瀦
緩
緩
九
千
子J
七:一;J¥ν
〆
)
ト
繍
燃
燃
懇
一

A

弘唱窃

E
，d必
畠
量
砲
星

t拶主A£
』

宮

惨

"

、

〆

t

F

一

一

一

欝
欝
砂
鱗
欝
鱗
欝
鰐
鰯
麟
欝
麟
饗
噂
騒
藍
〆
悉
、
ゐ
噛
竺
一
寵
!
肘
宵
蒐
品
悩
制
問
叫
瞳
醐
輯
桝
十
曲
ご
甲
:
}
坤
-
守1
守

1知ぞ時
f
@

一
『
原
因
由
解
明
書
剥
が
れ
て
い
る
ス
モ
一
す
る
諸
問
題
袋
詰
あ
た
る
べ
き
と
一

J
い

鐘

欝

覇

額

饗

譲

欝

饗

ヘ

一

言

一

』

ノ

、

Z

J

V

/
九一

5
2
4官
事

》

/

。

一

ン

閑

語

す

る

震

の

関

、

俗

語

一

嚢

す

る

。

…

ぷ

七

騒

鍾

議

鶏

欝

均

一

平

塚

市

不

混

緊

急

対

襲

期

融

資

で

す

一

訪

問

七

月

下

長

野

町

長

一

i

v

泌

賜

蘭

鶴

蹟

韻

関

ふ

滋

議

鱒

畿

職

事

総

官

設

と

一

一

翼

誠

一

か

顎

り

か

托

さ

れ

る

に

つ

れ

て

、

一

よ

び

象

族

へ

の

一

見

舞

金

雲

議

な

ら

び

戦
没
畿
瀦
灘
難
髄
甑
灘
必
髄
繍
線
総
般
機
灘
線
機
構
輯
続
℃
』
一
市
援
護
諮
ヱ
諜
は
、
市
内
の
中
小
一
マ
保
証
人
口
連
帯
探
鉱
人
一
人
以
上
一
商
工
謀
(
中
主
Ln-
之
内
V
O
円
融
一
治
療
法
由
阜
期
穣
立
を
望
む
掃
は
日
径
一
に
生
密
口
径
陣
む
実
施
お
よ
び
惜
鞭
治
の

緩

欝

車

購

騨

鞠

欝

議

議

轟

離

料

開

一

皇

室

霊

長

白

書

度

一

マ

担

保

・

襲

警

取

り

扱

い

章

一

回

一

一

一

@

一

語

く

な

り

、

産

量

な

ら

び

に

そ

一

言

語

詰

財

政

支

出

量

野

選

議

襲

事

1

・
ff聾
議
議
ノ
;
一
事
脅
し
て
ほ
し
い
と
時
び
容
で
い
一
樹
侵
害
に
き
一

j
i
l
-
-
一
の
家
族
の
喜
善
が
い
か
に
警
な
一
聾
皇
警
望
者
意
つ

は

か

号

正

確

帥

で

す

、

一

る

・

と

れ

は

、

5

2

な

ど

の

一

門

取

り

鐙

い

義

重

喜

喜

一

ス

モ

ン

病

患

者

一

舎

を

習

に

言

、

そ

の

霊

湯

豆

な

措

置

を

事

b
れ
る
よ
主
く

FE議
カ

一

経

喜

君

警

に

告

護

軍

事

一

季

語

露

署

員

信

用

金

一

一

置

を

訳

書

iっ
て
多
く
な
一
要
望
す
る
。
虫
、
型
車
草
加

重

護

憲

望

書

不

足

一

鈍

化

ま

た

は

号

、

塁

間

接

長

官

一

の

救

接

措

置

を

一

っ

て

い

ご

と

よ

り

か

か

る

民

病

の

一

重

2

項

目

警

に

よ

り

重

富

一
撃
受
け
る
市
内
京
奏
者
に
対
す
一
門
申
し
込
み
援
護
市
役
重
喜
一
首
室
長
で
、
悪
賢
建
一
真
因
と
そ
の
惜
霊
が
短
時
呂
田
う
ち
一
出
玉
。

市
商
工
一
課
で
は
、
昨
年
奏
市
民
採
定
中
一
転
が
一
信
、
歪
章
一
定
対
一
義
華
麗
と
し
て
、
言
緊
急
対
一

名
高
山
県
計
嚢
革
命
箆
嘉
一
し
間
一
一
一
・
語
で
一
角
ほ
ど
で
あ
っ
た
一
輝
特
別
誕
資
」
実
施
し
た
も
の
.
一

議
力
、
食
肉
・

2
・

7
E
-
一
が
彊
豊
富
件
数
は
六
件
あ
っ
た
e

一
円
襲
申
し
込
千
昭
和
密
十
七
年
一

み
か
ん
詰
昔
に
つ
い
て
、
市
内
総
評
で
は
、
昨
年
に
突
で
か
な
む
一
賢
一
一
一
十
日
ま
で
一

曹
の
計
書
室
擦
に
使
帰
さ
れ
て
一
計
毒
事
選
も
重
喜
一
竜
一
章
一
円
襲
聾

γ
笥
花
一
年
以
上
継
一

い
る
か
ど
害
時
家
庭
の
主
婦
千
二
人
一
件
数
も
棋
少
し
、
良
好
な
結
果
で
あ
っ
一
揖
し
て
間
一
事
業
亭
盤
な
ん
で
い
る
賢
一

語
源
い
し
て
商
最
悪
喜
選
定
a

市
内
商
宮
主
主
在
、
A

可
一
本
金
笠
手
方
向
以
下
、
主
は
従
業
員
一

施
し
た
.
一
控
も
い
っ
そ
う
、
正
し
い
計
費
者
相
瀬
一
一
一
一
百
入
以
宇
の
申
小
砕
築
者
の
方
で
市
一

ま
ず
、
貴
闘
で
は
一
一
一
十
七
活
を
調
査
一
い
し
た
い
.
一
税
壱
完
納
し
て
い
る
方
な
品
ど
な
た
で
一

し
た
が
量
百
示
廃
刊
μ

六
居
、
超
過
支
出
回
一

lili--111ii
一
も
申
し
込
め
る
翁
業
世

lピ
ス
業
は
一

重
大
不
足
量
は
二
言
語
し
て
二
?
一
室
金
一
千
方
円
以
下
ま
た
は
従
業
員
一

+
一
葉
量
に
し
て
高
九
十
曲
一

8
月
9
臼

に

頼

一

五

五

下

)

一

塁

喜

も

あ

っ

た

・

一

薄

者

更

生

相

談

一

喜

怨

V
霊

童

手

霊

一

宜

向

の

加

工

品

で

詰

、

一

一

一

十

四

皆

壱

一

一

費

金

一

関
ベ
、
不
定
一
一
留
で
摺
大
不
足
設
は
七
一
市
穏
祉
事
務
所
保
務
課
は
、
市
内
在
一
円
v
融
費
限
度
額
日
一
一
一
百
万
円
(
す
で
に
一

.
語
審
に
し
て
お
五
十
輯
ほ
ど
一
伎
の
知
恵
お
く
れ
の
方
的
種
々
の
相
談
一
本
市
の
雲
閣
喜
奪
荊
照
し
て
い

で
あ
り
、
}
一
十
九
肢
が
注
嚢
存
数
で
あ
一
に
応
じ
る
「
輯
盤
整
弱
者
巡
回
更
生
箱
一
品
方
は
一
一
一
百
万
円
か
ら
す
で
に
剖
隠
し

っ
た
@
一
談
」
鳥
島
く
・
一
て
い
る
額
壱
還
し
向
吐
い
た
由
ζ
り
自
聞
が

ま
た
、
っ
く
だ
花
品
で
は
、
調
査
信
一
?
と
吉
・
3
舟
昔
日
(
十
の
ぬ
1
花
時
一
限
度
額
と
な
る
〉

+
五
世
拍
品
惑
が
京
足
件
数
な
し
で
、
反
一
V
会
場
・
市
庁
舎
3
階
事
3
晶
議
室
一
円
v
融
捧
利
率
N
H

年
8
場
以
内

対
に
趨
過
件
数
が
一
一
一
件
一
あ
っ
た
.
一
マ
内
容
・
施
錠
夫
所
、
職
業
涌
録
、
諸
一
一
V
融
費
期
間
日
一
一
一
昨
以
内
(
六
ム

み
か
ん
は
二
一
+
底
輔
調
べ
て
、
原
一
埠
当
、
知
能
棋
査
↑
え
畿
音
壁
一
一
十
か
月
方
焼
指
揮
)

昨
年
実
に
よ
る
学
警
が
雪
曹
と
な
る
。
重
せ
ず
、
小
犬
の
た
り
、
知
る
な
い
犬
の
事
録
霊

一
審
死
亡
事
故
が
多
発
し
て

V
間
約
壱
し
っ
か
り
も
っ
て
i

と
ろ
か
ら
離
し
く
凱
離
し
、
主
入
む
に
な
で
た
り
吉
〈
ど
と
ほ
大
築
物
@

き
な
社
会
尉
顧
と
な
っ
た
①
番
犬
、
ベ
ッ
ト
、
猟
犬
と
額
々
あ
命
帝
に
し
た
が
う
よ
vhJ

住
之
{

1

V

鈍
い
宝
の
輯
務
と
責
任

ζ
空
ろ
な
事
故
壱
ご
度
と
る
が
、
そ
の
田
緩
に
よ
っ
て
品
撃
を
⑦
街
い
幸
病
気
に
か
か
っ
た
ら
、
①
義
九
十
回
以
上
田
犬
は
思
議
と

な
い
た
め
に
、
飼
い
決
め
よ
弘
J

獣医
K
み
せ
、
死
「
守
毛
ま
で
餓
う
狂
犬
病
予
防
注
射
争
怠
れ
ず
に
s

と
れ
か
ら
飼
う
入
も
@
京
や
愛
米
軍
の
意
一
品
辛
よ
〈
一
間
聞
き
気
持
ち
で
な
り
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
.
⑦
晶
聞
い
犬
の
責
任
は
、
ひ
と
に
迷
暗

犬
は
正
一
般
的
な
欝
柱
、
品
腫
に
よ
る
特
性
@
ζ
ど
も
に
せ
が
ま
れ
、
オ
モ
ゲ
ャ
宇
一
か
け
な
い
飼
い
方
を
す
る
。

円相却下向せ}・

定期議以入管出献と

抗
犬
病
予
訪
件
出
剖

は
、
綜
年
四
i
五

月
、
す
千
五

に
一
一
問
、
指
定
の

場
所
で
実
施
し
ま

し
〈
飼
い
ま
し
ょ

う
ωマ住
宅
が
密
集
レ

て
い
な
い
場
所
で

①
犬
小
室
は
夏
は

日
蔭
K
、
4
は目

当
阜
の
良
い
人
目

出
入
り
の
少
な
い
約
鐙
に
作
る
勾
害
知
号
、
社
会
K
よ
〈
適
合
吉
A
M

鼠
が
わ
り
に
与
え
、
品
川
犬
の
と
き
は
滋
す
.

②
隣
軍
H

札
穆
証
さ
せ
る
と
、
な
さ
声
い
方
辛
苦
h
v
r

」
と
が
大
切
だ
.
胃
腸
A

い
が
り
、
大
き
ξ
な
る
と
、
見
犬
に
よ
る
苦
情
、
不
用
犬
の
収
集

費
尿
の
震
で
他
人
足
磁
場
か
り

V
愛
情
壱
も
っ
て
向
き
も
し
な
い
。
鈎
長
雄
の
八
C
野
犬
捕
猿
は
、
四
月
か
ら

2
4曹

る
ζ
と
に
な
る
。
⑦
慰
喜
一
也
、
か
む
、
飛
び
つ
〈
は
留
骨
は
こ
れ
だ
と
い
わ
れ
る
.
漂
セ
シ
点
l
(土
屋
〉
」
で
興
施
す

③
大
持
品
人
は
、
特
に
犬
舎
白
大
幸
吉
性
Vι

ー
か
、
本
能
巴
ま
ま
で
は
凶
器
と
@
「
私
の
犬
は
人
在
校
み
ま
せ
ん
」
る
.
、

壁
、
亨
豪
華
議
事
援
雪
、
入
量
雪
辱
事
泉
大
の
と
、
ク
サ
D
で
つ
な
が
玄
量
さ
せ

小
犬
め
と
き
だ
け
輔
育
費
い
が
り
は
だ
め
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じ
ゃ
ζ
一
物
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花
道
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大
間
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前

E
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撃

得

倍

れ

熔

多

主

次

官

級

花

住

む
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村

桟

な
に
も
目
見
え
な
い
験
静
佳

詔
円
台
の
騨
奇
植
物
唱
岩
電
品

宮地睡富瞳
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醐対韓・ 1京?“接税当臼tζ罫寄3か月
を経過1シて9か月までの乳周
主高苦 1期の3回めが鰐わってから
接種当聞こ、 J2か月を過ぎ18か月ま
での幼児

3書耳沼和47年 4月入学予定の効活
は 3刃までに受けてほしし、 4月iζ

-包有黙:者、心綴出管系、

欝際または釘除lζ院患むあ昌人a軍曹
尿病、 ait結枝、11!1'気患者。そのほ
古h

A必
@アレ凡ギ~イ古賀、または、行いれ

ん空主体質百人。

⑥事調書茸蕊者または、著書しい栄彊線

害者・以上[と該当するか、または病

気にかかっている人は、必ず主司自吾主

にお談をしてから受けてくだきb、

との注射を長けたあとは、その部

舟が赤くなったり、はれた号、硬く

なったり、痛みを訴えたりするζと

があります包まれに、全身1Z.応とし
て原晴、発異常、震怠壱訴えるととが

あるカ人いずれも数日中に消返する

もので心配はないe

1期は三送医院需で3旬、 2期 1
lill行なう。ど¢会場でも受けられる
から、お子さん応健抜書む寄自の一番良

語、ときに受けてほしし、

また、会議で予防接種を受貯ると

舎は、皮、ず当日の品滋吾、医師花提

訴する底診京にa2入し、持ってくる@

輯時潤ー仔後1時30分から3持まで
擦問。の金援は守後2時から3時まで

(
ぷ
)
斗
一
民
会
民
館

(
木
」
れ
一
初
公
民
館

(金
U

金
問
公
民
鯨

V
3
h
H
U臼
(
土
)
八
轄
公
民
館

マ
3
月
間
信
(
士
し
)
間
崎
公
民
館

マ
3
h
a科
目
〈

δ
東
山
出
京
公
民
館

マ3
月
泊
目
〈
市
心
金
宮
公
民
館

V
3向
n
n
a
(京
〉
規
公
民
館

マ3
月
初
日
(
木
)
大
野
公
民
館

マ3
同
門
出
回
(
金
U

中
原
公
民
館

コ

ン

ク
ー
ル

吋
寒
く
な
っ
て
く
る
と
、
う
ち
由
党
炉
壱
匂
し
め
よ
う
e

ス
i
F
-湯
量
し
な
ど
音
散
ま
せ

子
は
か
ぜ
ば
か
り
ひ
い
て
い
る
の
で
蔚
拐
、
足
先
だ
け
五
努
間
、
霞
接
る
。

す
よ
』
と
い
う
話
ぞ
よ
く
耳
K
7
日
光
児
島
て
る
。

ζ
れ
も
こ
、
一
一
一
臼
か
ぜ
な
ど
白
回
復
刻
で
も
、
朝
夕

る
。
今
日
は
寒
い
か
ら
と
い
っ
て
、
続
け
た
ら
、
ひ
ざ
・
も
も
、
腹
胸
の
軽
い
せ
き
謹
度
に
な
っ
た
り
、
熱

殴
関
白
き
い
た
九
ゃ
に
、
赤
ち
ゃ
ん
背
と
ひ
ろ
げ
て
い
書
、
臼
光
搭
の
時
も
と
れ
て
二
、
一
一
一
臼
た
っ
て
い
れ
ば

再
閉
じ
込
め
て
は
い
り
ま
せ
ん
。
閣
も
+
分
、
二
十
分
む
長
く
し
て
い
少
し
ず
つ
再
節
し
て
く
だ
さ
い
。

5
2心
室
内
の
開
会
見
は
、
呼
え
と
の
と
吉
、
頭
と
顔
花
は
日
比
拝
気
や
臼
光
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と

級
一
穏
を
一
害
し
、
か

-
B

勺
て
、
骨
の
町
民
謡
同

ぜ

を

ひ

き

や

す

く

お

砂

ち

ゃ

ん

そ

ヨ

艶

答

壱

ろ

な

が

し

、

皮

す
る
。
罫
ち
ゃ
ん

z
t、

4

4
も

E
B
E
J
4ザ

4
4

由
晴
挙
東
戦
レ
て
観

主
主
喜
た
生
後
一
一
か
汚
濁
か
ら
齢
期
節
能
に
季
五
妻
都

め

に

、

積

極

的

に

不

寂

T

ゃ
、
静
懐
隊

日
平
協
惜
を
し
た
い
も
D
e
生
雄
一
か
吾
品
て
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
ζ

欝
を
も
防
ぐ
強
い
味
方
だ
司

月
ご
ろ
か
」
口
、

F
外
部
浴
d

を
は
じ
と
。

8
光
げ
札
合
意
ふ
れ
る
紫
外
鰻
は
強
い

め
る
匂
時
間
は
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
二
問
題
距
作
用
を
持
っ
て
い
る
が
、
ま
た

は
じ
め
は
一
向
か
五
努
聞
と
し
て
時
ご
ろ
ま
で
が
よ
い
カ
、
夏
は
時
間
ち
り
や
楳
層
、
芳
ラ
ス
K
吸
収
さ
れ

し
だ
い
に
一
一
一
十
分
く
ら
い
ま
で
に
す
宇
す
b
し
て
、
涼
し
い
と
ζ
ろ
で
行
や
す
い
性
興
が
あ
り
、
費
接
、
皮
捕

る
。
外
気
浴
に
十
分
な
れ
て
き
た
注
な
手
ょ
う
ド
レ
た
い
.
自
党
裕
が
終
に
日
峰
山
幸
品
て
る
よ
う
に
し
た
い
.

後
一
一
か
月
と
予
宮
、
鈴
留
釣

d

Zら
、
符
号
雪
ふ
い
て
保
守



韓
日
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年
度
線
機
州
制
観
生
在
骨
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掛
ケ
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あ
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揮
H
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立
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聖
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u
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紺
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翻
線
径
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し
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い
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マ
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e
m
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年

マ
配
管
斜
・
mω
名
号
ナ
一
年

マ
自
動
車
控
銭
軒
・
出
山
名
男
六
か
月

器
応
募
は
一
ニ
月
八
日
(
京
)
ま
で
に

当
校
へ
，
(
箆
む
・

0
九
一
七
)

県
立
横
浜
垣
間
骨
静
験

禁
翻
親
授
〈
横
誤
市

私
は
苧
八
な
き
あ
と
、
六

、
ζ
ど
も
を
か
か
え
で
の

家
由
高
宛
も
う
ま
く
い
か
ず
、
ま
た

活
暑
か
苓
骨
一
日
ん
貯
の
余
裕
も
あ
り
ま

せ
ん
。
と
由
ま
ま
だ
い
~
一
一
課
総
敢

に
も
な
り
か
ね
な
い
状
舗
で
す
。
あ

る
入
K
間
開
け
ば
、
市
当
回
同
で
屈
指
の

罰
金
子
宮
融
費
し
て
く
れ
る
ρ
母
子
家

猿
霊
菱
金
田
一
徹
費
制
罪
と
か
が

あ
る
と
散
え
ち
れ
ま
し
た
ロ

そ
ζ
で
、
数
臨
調
方
法
・
資
格
・
返

務
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
一
く
だ
さ

い
e

問
時
日
韓
か
ら
同

脅
ぼ
四
紅
葉
ケ
盛
叫
番
組
担

〈
援
問
嗣
醐
)
マ
経
理
掛
-
m川
名
/
六

か
月
/
回
目
指
マ
貿
易
事
務
斜
・
却

名
/
一
年
/
男
友
マ
英
文
・
相
X

主
イ
プ
科
/
器
開
州
各
/
六
か
月
/
火

1
J

マ
揖
拙
・
建
措
製
凶
科
・

4
m山

名
/
一
年
/
問
問
女

〈
唖
筒
)
V絞
窪
斜

'mw名
/
六
か

月
/
男
女
マ
機
棋
製
図
鋲
崎
町
山
名

}
か
年
/
/
男
女

い
ず
れ
も
の
λ

免
税
呂
ま
で
に
本
校

ヘ
(
鶴
一
一
回
一
二
e

ご一一一一一一〉

-

Z

?

県
内
の
掃

…
油
開
轍
人
翠
e

人
に
撃
に

必
要
な
知
識
、
技
能
を
習
得
さ
せ
、

職
議
白
安
定
と
治
伎
の
向
上
を
は
か

あ
ζ
と
を
同
国
的
と
し
て
い
る
e

〈
懇
糊
申
マ
酎
仲
裁
美
智
秘
欝
斜

母子家庭の商売譲崩を

人口総数 171. 326人
投帯*' 46，434泣帯
市域磁器 67. 88km' 
前月比世帯潜 11百世帯
" 人口j曽 379人
市街地 73，999人 (20，885世持む
大野 40，563人(10，473，. t 
重量 E百 3，出5人( 898") 
神回 15 ， 301 人 (3， 988~>

携島 3，250人( 767 '" ) 
関騎 3，063人( 741 '" ) 
金 a 4，537人(1. 218 '" j) 
務13.520人(3，615 '" i> 
土沢 4，618人〈宮98'"j) 
金 13 8，829人(2，851'" 

(47.1.1務費つ

昭
和
聞
記
れ
年

度
平
塚
保
健
所
管

内
献
血
状
況
は
、

一
月
三
十
一
日
現

在
五
エ
円
十
二
人

で
し
た
。

月
中
に
駅
前
百
五

γ入
、
議

ん
ベ
会
社
、
市
役
記
間
な
ど
去
百
十
七

人
由
主
ハ
百
六
十
七
人
出
献
血
者

が
あ
O
求
し
た
@

殺
虫
は
毎
漕
ヱ
緩
お
に
、
平
塚

訳
北
口
時
間
で
実
施
し
て
い
る
。

時
間
は
ぬ
時
か
ら
お
時
ま
で
。

ナ
風
呂
に
無
斜
耕
得
し
て
、

よ
草
花
盟
百
ば
れ
て
い
る
@

招
樽
は
老
人
ぞ
フ
ブ
盛
田
岡
に
対
レ

で
実
施
し
て
き
た
が
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
員
で
な
い
人
も
、
あ
な
た
の
地

区
の
J4人
ク
ラ
ブ
会
長
営
通
じ
て
理

事
に
申
し
込
め
ほ
一
録
料
招
待
券
ふ
く

れ
る
。
〈
わ
し
い
こ
と
は
市
福
祉
事

務
所
保
持
認
へ
(
腎
幻
'
一
七
O
C

肉
離
二
四
回
)

韓
議
立
平
鶴
哨
鉱
山
地
鐙
線
灘

一
予
い
ド
勤
労
背
中
年
自
み
な

U

け
川
ぺ
じ
さ
ん
、
働
吉
む
が
ら
高

等
学
校
で
勉
強
し
よ
う
「
%
市
内
む

ー
一
一
…
月
十
八
日
(
土
)

マ
入
学
誌
験
a

一
一
一
月
一
一
十
七
呂

鮮
総
は
篭
引
U

・
二
一
一
一
八
五
ヘ

神
は
健
全
な
る
弱
体
に
宿
る
H

の
叫

条
件
の
上
に
た
っ
た
も
の
で
す
。

W

富
山
談
話
社
会
的
存
悪
神
山

選
路
交
読
の
信
号
は
、
赤

-
h
経
症
的
行
動
③
反
社
会
的
一
行
動
日
出
向

青
に
円
刀
か
れ
て
い
ま
す
。
赤
は
自
己
顕
示
的
行
動
と
符
ば
れ
て
い

と
ま
れ
'
黄
は
注
高
血
・
育
は
潜
め
る
乎
慌
た
ち
で
す
。
な
ぜ
F
T
う
い

の
ム
口
密
で
す
。
そ
れ
で
は
子
供
の
う
子
眠
た
き
た
な
っ
て
し
家
っ
た

生
賓
の
過
頑
閣
の
病
気
亭
考
え
て
み
白
で
し
ょ
う
。

ιι
で
一
窺
の
占
イ

ま
し
ょ
う
@
信
号
で
貨
が
出
る
放
プ
亭
考
え
て
み
る
ζ

と
に
し
ま
し

っ
て
お
く
合
赤
(
重
荷
ゃ
に
な
O
ょ
う
。
当
爵
同
起
訴
で
毅
一
っ
た
事
例

区
幅
削
に
み
せ
ざ
る
亭
得
な
く
な
っ
を
統
計
釣
に
み
ま
す
一
と
、
子
供
自

て
き
ま
す
。
子
院
は
生
れ
た
時
、
召
し
使
い
的
に
な
っ
て
い
る
a

逆

大
岩
は
普
信
号
で
す
。
そ
れ
が
年
花
毅
田
万
花
開
引
き
寄
せ
ベ
主
ベ
点

月
が
経
で
ち
抵
抗
力
の
な
い
五
重
害
警
重
し
家
か
ら
外

に
は
均
読
む
変
記
に
よ
っ
て
、
議
へ
出
々
に
主
い
子
供
む
毛
ほ
か

ι媛

担

車

、

赤

色

信

号

、

?

れ

ら

れ

な

い

、

い

ろ

い

ま
た
は
策
と
罫
の
信
号

h
d鎖
動
蝿
鰯
篭
ろ
の
経
験
壱
吉
せ
な
い

を
安
一
五
開
札
出

7子
供
も
恥
ぜ
常
識
齢
観
樹
噛
砲
な
ど
過
保
接
的
緩
向
申

出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
警
潮
盟
主
イ
ブ
惨
事
、
重
整

交
通
震
号
、
苧
罪
麟
鯵
加
持
婦
弘
頓
が
き
苧
ん
と
し
て
い

を
十
供
の
症
状
と
し
て
謝
瀦
鍵
纏
稽
港
喝
な
い
、
苧
毒
事
よ
い

あ

げ

て

み

ま

す

と

、

、

ち

ょ

っ

と

し

た

病

気

①
脅
ん
止
と
一
緒
に
遊
べ
な
い
、
で
も
す
三
原
岩
へ
か
吋
つ
け
る
な

人
の
前
に
出
る
喜
朗
せ
な
い
、
や
ど
し
な
い
と
努
ま
な
い
神
経
質
的

る
気
が
な
い
e
窃
学
校
へ
行
く
時
煩
尚
の
タ
イ
プ
が
@
、
な
古
る
り

関
に
な
る
と
顔
が
籍
く
な
る
、
指
る
、
相
手
に
な
っ
て
あ
げ
な
い
、

し
ゃ
ぶ
れ
ー
が
あ
る
、
爪
を
品
む
、
政
ヮ
て
お
く
、
子
供
の
い
る
前
で

夜
ひ
と
り
で
は
ト
イ
レ
に
行
付
な
子
供
の
惑
口
亭
中
部
で
俗
人
長
百

い
、
高
い
場
所
へ
の
ほ
れ
な
い
@
う
な
と
詮
官
約
時
間
向
の
点
イ
ブ
が

@
殺
を
つ
い
た
ら
丞
芯
を
す
る
、
⑦
⑥
な
ど
K
症
状
が
吾
く
み
ら
れ

ち
ょ
っ
と
し
た

ιと
で
も
ケ
ン
虫
ま
す
。
ま
玄
寸
供
白
状
態
が
東
の

寸
毛
、
@
皆
の
前
で
大
声
そ
出
す
信
号
に
な
っ
た
謡
曲
に
は
ま
ず
専

人
が
昆
て
い
る
と
変
な
揖
き
方
壱
門
揖
関
に
詰
相
談
会
れ
る
ζ
と
昏
拍

す
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
信
号
が
あ
す
す
め
し
ま
す
e

手
わ
貯
で
す
か
、

d
室

な

る

穂

翁

単

打

田

)

母
子
家
滋
担
方
々
に

一
一
家
田
中
夜
中
笈
〈
い

集
計
か
ら

ι一
ど
も
む
韓
両
同
ま
で
苦
労

が
多
い
と
お
察
し
し
ま
す
.
ζ

む
よ

う
な
ど
家
庭
的
方
々
宇
品
開
剥
す
る
た

め
、
母
子
種
証
臨
間
企
1

勢
掃
鴇
祉
掘
調
以
上
田
揮
掃
で
、
所
揮
読
が
課
税
さ
計
六
ム
人
方
ま
で
替
り
ら
れ
ま
す
@

金

、

特

前

訓

怒

子

福

祉

費

金

吾

禽

し

付

れ

て

い

な

い

人

l

門
申
し
込
み
}
申
し
込
Z
K必
要

貯
繊
度
寄
市
議
祉
審
務
務
で
行
な
ヮ
①
一
平
歳
未
満
伯
父
母
由
な
い
路
震
マ
県
一
時
的
m一
母
子
福
投
資
金
・
県
伯
母
な
醤
類
①
貴
金
到
自
害
類
@
民
生

て
い
ま
す
@
ど
病
問
問
く
だ
お
い
.
〈
後
混
入
が
必
要
で
す
〉
子
福
祉
費
金
ま
た
は
算
措
犠
松
資
金
寮
詰
聞
の
直
樹
①
戸
籍
臨
脚
本
@
居

間

醐

号

器

開

討

議

出

マ

菜

穂

基

金

e
①
一
一
十
歳
以
よ
喜
一
し
付
草
葬
て
い
交
に
同
富
田
路
図
書
霊
入
一
人
必

マ
母
子
福
祉
費
今
①
一
平
曲
堅
金
惜
の
き
姦
聾
し
て
い
る
盟
十
歳
以
上
一
種
類
自
特
別
選
子
稽
投
資
金
安
食
要
。

田
沼
蜜
事
長
聾
し
て
い
る
記
蝿
響
自
由
配
偶
者
の
な
い
罫
掃
お
よ
び
そ
申
し
付
け
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
市
福
禄
事
町
四
財
保
議
議
へ

(
T
E

な
い
字
詰
よ
び
そ
一
室
聾
さ
れ
て
狭
義
さ
h
て
い
る
一
一
十
震
よ
り
子
あ
な
た
の
雲
、
事
業
継
続
間
企

γ
孝

一

七

O
O肉
親
一
一
四
恩

い
設
工
ム
醐
先
議
由
お
盟
⑦
配
偶
者
お
よ
佳
子
の
な
い
四
十
裁
と
し
て
閣
が
四
十
方
、
塁
一
十
万
の

数多〈の符至急を活用し、余分

な税金主主主ぬめない音色申告制

度に入会しよう

覇帯主主審絵与在韓施していますか

離島なたは金分な税金者輯めていませんか

輯畠なたも税法の勉強をして韓合な緩簡をし

室長l/ょう

購晶なたも続轡放::iE護軍出fこ重参加しミ去しよう

覇晶なたは記膿について臨4置が品自ますか

盟あなたは税金のζ とで、鈴援に摺談したい

ことほ晶哲ませんか

lJZ綴地霊童警警色ま寝室告会量童会会

番長堅 持Iゴ盟事 T底1-22-3220

C按穣霊童館舞鶴、演跡務街、務時、滋繋署曹、マ，
サ一世など

C労力強経号麓務揮位、せんたも議機など
C晶fiI，~覇続…富毘晶h 望書典、図書曹、ラ S};1"、世レ誌なと

仁珂時llU預挺滋搬のこども、護人間招待など

〈串し込み先〉平覇市纏鮭璃務署苦肉、響脚立)1袖
再議担4阜
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